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メイクア ップ ・ボディメイキ ング等を 「ヒュー
マ ンボデ ィデザ イン」 と定義 し,装 う人 とそ
の時代,空 間 との関係を再 考するため実験 的
空間を創 りま した。人が装い,集 ま ってそれ
ぞれの心 と身体で受 けとめた情報 を街(ス テー
ジ)に 再 発信 します。 ヒューマ ンボデ ィも街
も,永 遠 に満た され ることのないイマ ジネー
ルな欲望(エ ロス)を 原動 力に変化 成長を繰
りかえ します。一 展 覧会案 内よ り一
この展覧会の前段階 と して,意 匠学会第43
回大会での研究発表 『ヒューマ ンボデ ィデザ
イ ンについて ファ ッシ ョン ・メイ クア ッ
プ ・ボデ ィメイキ ングー 』が あ りま した。
発表内容は,着 る人 と着 られ る服 との関係,
また人が様 々な困難を伴いなが らも理想のモ
デル に近づ くために化粧を し,衣 服を選び,
身体 に加工を加え続 ける意味を考察 しま した。
それは表層の変化ではな く,ヒ ューマ ンボディ
の変化,つ ま り人問の変化であ ると考え られ
ます。 ファ ッシ ョンデザ インを単に衣服のデ
ザイ ンとと らえず,広 く人間の身体(ヒ ュー
マンボデ ィ)の デザイ ンととらえ,デ ザイナー
たちの身体感,セ クシュア リテ ィについての
考 え方 の違 いか ら現代の ファ ッシ ョンを振 り
返 ってみ るというもので した。
この展覧会 は研究発表の実践 編です。 新 し
いフ ァッシ ョン造形 は人 と服,人 と人,人 と
街(社 会)の 関係の 中で時代 と共 に変化成長
を繰 り返す もので あ り,そ れぞれの心 と身体
を通 して受信 した実感 のある情報を消化吸収
し再発信す るメデ ィアで あると考え ます。
ヒューマンボデ ィデザ インの実験展会場
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街のイ メー ジを再現 した実験的空間を創 る
ための構成要素 につ いて(神 戸会場の場合)
1)映 像 ・音響
250インチ スク リー ンに街 のイ メー ジ映像
を映写。 ス クリー ン前 の白いコスチ ュームの
マネキ ンや会場 を横切 る見学者 にも映像が映
り,人 と街 の情報の相互 関係 を表現。
2)バ ナー
透 明フ ィルム,ミ ラーフィルムに街や人の
イメー ジフ ォ トコラー ジュを 出力。 映 り込 み
や透 明効果 によ り,会 場 にいる人に街は 自分
の存在 によ って成立 して いる事が実 感でき る。
3)照 明
時間 を表現す るた め明暗の変化を繰 り返 す。
4)ミ ラーボール
流れ る時間や行 き交 う情報をイ メー ジ。
5)ワ イヤーオブ ジェ,ス チ ロールブ ロック
街の イメー ジのサ ンプ リング
6)ヒ ューマ ンボデ ィデザイ ン20人
時代 の理想の プロポー ションであるマネキ
ンを使用。 コスチ ュームデザイ ンのキーワー
ドは,フ ィ ット&ル ーズ,見 え と隠 れ,透 明
感 と光沢感,ド レープ とス トレッチ,カ ラー
ミックスな ど。平面上のパ ター ンの水平垂直,
肩線や脇線,ダ ーツ とい った服作 りの常識 に
と らわれず,3次 元のボデ ィの もつ 曲面 を重
視。支え るポイン トも肩,胸 か ら主 に腰や ファ
ニー ゾー ンに移動 させている。
神戸会場での展示 は実験 や問題の提議であっ
たため,制 作 はイメー ジ都市の創造 であ り,
バーチ ャルシテ ィ,バ ーチ ャルボデ ィで あっ
た といえます。次 のア クシスギ ャラ リーで は
これ らを課題に,活 動する生身の人間にヒュー
マ ンボデ ィデザ インを行い,そ れ らを ビジュ
ァルメデ ィァ ー カタログ,写 真集,映 像等
へ と展開 し,よ り現実 的なデザイ ン造形
へ と近づ けま した。装 う人または見 る人の視
覚 を通 した触覚(皮 膚 感覚)の 表現 をテーマ
としています。 さらに,中 国の2会 場での展
示(視 覚伝達 ・日本 ・京都意 匠展VISUAL
DESIGNJAPANKYOTO)で はイ メー ジ
を ヨーロ ッパか ら,よ り実感 の もて る日本,
北東 アジアか らの発信 へ と変化 させ る第1歩
で した。西洋社会では人間を精神 と肉体 といっ
た二元論 と して考えますが,日 本あ るいは東
洋で は心 と身体,時 には個 と集団を も一 緒に
捉え る面があ るよ うです。以降の制作は これ
らの思考 の違 いを意識 しなが ら個人的な活動
だけではな く,学 生 たち も含 め,京 都を中心
と したテ キスタイル産地や伝統工芸の団体 と
の ヒュー マンボデ ィデザイ ンをテーマ とした
コラボ レー シ ョンを企画 して います。
アクシスギャラ リー 会場風景
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